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　小林克己氏が平成 23 年度日本放射線
　影響学会賞を受賞

2011 年 11 月 29 日

　KEK 共同利用研究推進室長
の小林克己教授が，平成 23 年
度日本放射線影響学会賞を受賞
しました。本賞は，放射線影響
研究における業績がきわめて顕
著であり，かつ本学会の進歩発
展に多大な寄与をし，さらなる
活躍が期待される者に授与され
る賞で，年に 1 名の会員が選考
されます。
　小林氏は，放射光から発生す
る極紫外線・軟Ｘ線といったエ
ネルギー領域が放射線による生
体へのエネルギー付与の素過程
を調べるのに有用であることに早くから着目し，東京大学
物性研究所 INS-SOR，KEK フォトンファクトリーに独自
の装置を開発し，独創的な生物影響研究を続けてきました。
放射光のエネルギー可変性を活かして，生体構成元素の内
殻吸収によって，局所的な部位に集中的にエネルギー付与
が起こることにより生物影響が増感されることを示し，が
ん治療の応用への道を拓きました。
　また，放射光Ｘ線を光源としたマイクロビーム細胞照射
装置を開発し，細胞内のどの部位に照射されたかが生物影
響に重要であることを明らかにし，放射線影響研究にパラ
ダイムシフトをもたらしました。この成果は国際的にも高
く評価され，今後も先駆的な研究の展開が期待されていま
す。
　さらに，国際誌の執筆委員や国際学会の開催などの国際
的な貢献が大きいことも，受賞理由として特筆されていま
す。
　小林氏の開発した数々の照射装置は，現在フォトンファ
クトリーのビームライン BL-27B に常設されているマイク
ロビーム細胞照射装置をはじめ，すべて共同利用研究に公
開されてきており，多くの研究者がそれらの装置を用いて
成果をあげています。
　授賞式および受賞記念講演は 2011 年 11 月 17 日～ 19 日
に神戸商工会議所会館で開催された日本放射線影響学会第
54 回大会において行なわれました。

（2011 年 11 月 29 日に掲載されたトピックス http://www.
kek.jp/ja/NewsRoom/Release/20111129103000/ 記事より。）

　島雄大介氏が第 1 回医学オリンピック
　協会国際会議で金メダル受賞

　 茨 城 県 立 医 療 大
学 の 島 雄 大 介 氏 が
2011 年 9 月 に ギ
リ シ ャ の テ サ ロ ニ
ケ で 開 催 さ れ た 第
1 回 医 学 オ リ ン ピ
ッ ク 協 会 国 際 会 議

（International Meeting 
of Medical Olympicus 
Association） で 金 メ
ダ ル を 受 賞 し ま し
た。本賞は社会的に
重要性の高いオリジナルの論文を対象としたもので，参加
者全員の中から 3 編の優れた論文に金メダルが授与されま
した。
　島雄氏は PF の BL-14B で X 線の屈折を画像化する画像
診断技術の開発に取り組んでこられました。この手法の大
きな特徴は，Ｘ線の吸収を画像化する従来の診断技術と比
べて，感度が遥かに高いことです。そのおかげで従来は観
察出来なかった試料でも観察することができ，また試料に
対する放射線量を大幅に低減することができます。
　島雄氏はこの画像診断技術にトモシンセシスと呼ばれる
技法を組み合わせることにより，乳房のどの位置に嚢胞が
あるのかを 3 次元的に描き出すことに成功しました。トモ
シンセシスとは断層を意味するトモグラフィ（tomography）
と合成を意味するシンセシス（synthesis）から作られた造
語です。CT では 180° のスキャン範囲からの投影データが
必要ですが，トモシンセシスでは 10° ～ 50° 程度のスキャ
ン範囲で済みます。CT と比べ画質は落ちますが，被ばく
線量を大幅に低減することができます。これによって，こ
れまで描出できなかった病変を，低線量で描出することが
可能になりました。
　Ｘ線を用いた画像診断は，鮮明に病変を見ようとすると
被ばく線量が大きくなってしまいます。この研究で開発さ
れた手法は，被ばく線量が少なく，かつ鮮明な画像が得ら
れることから，乳がんのような軟組織に生じるがんの早期
発見のための診断の実用化につながることが期待されま
す。
　金メダル受賞については 2011 年 12 月 22 日の KEK ハイ
ライトで詳しく紹介されました（下記参照）。
KEK ハイライト「放射光の特徴を活かした新しい乳がん
診断法」
http://www.kek.jp/ja/NewsRoom/Highlights/20111222180000/

日本放射線影響学会長・
神谷研二氏（広島大学・
原爆放射線医科学研究所
長）より副賞の盾を授与
される小林克己氏。

金メダルを受賞した島雄大介博士と他の
2 人の受賞者

（画像提供：茨城県立医療大学　島雄大
介）

　ユーザーとスタッフの広場
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　阿部仁氏，日本表面科学会奨励賞を受賞

2011 年 12 月 28 日

　12 月 15 日 （木），第 31
回表面科学学術講演会に
おいて開催された日本表
面科学会の 2011 年度表
彰式にて，阿部仁（あべ
ひとし）KEK 物構研准
教授が奨励賞を受賞し
ま し た。 こ の 賞 は， 日
本表面科学会会誌の " 表
面科学 " または日本表面
科学会発行の "e-Journal 
of Surface Science and 
Nanotechnology" に 掲 載
された論文の中で注目度
が高く，将来表面科学へ
の貢献が大いに期待されると認められる 35 歳未満の会員
に年一回授与されるものです。
　受賞対象となったのは，「NO または CO 吸着 Fe/Cu(001)
の磁性と構造」の研究で，第 31 回表面科学学術講演会に
おいて受賞記念講演が行われました。阿部氏は KEK 放
射光科学研究施設フォトンファクトリーのビームライン
BL-7A および BL-11A を利用し，磁性薄膜の磁気特性に関
する研究を続けてきました。磁性薄膜は，巨大磁気抵抗効
果 (GMR) という特性をもち，大容量ハードディスクの読
み取りヘッダなどに応用されています。また，膜厚や表面
の分子吸着などによって磁化されやすい方向が大きく変わ
る性質（磁気異方性）があることも知られています。
　阿部氏は，深さ方向の情報を知ることのできる深さ分
解 XMCD（X 線磁気円二色性）法を用いて，厚さ原子数
個分ほどの Fe 薄膜の磁気構造を調べ，NO（一酸化窒素）
や CO（一酸化炭素）分子の吸着で，磁気異方性が大きく
変わることを発見しました。さらに，BL-7C を利用した
EXAFS（広域Ｘ線吸収微細構造）法の実験で，CO 分子の
吸着によって，磁気構造に大きな変化が起こり，それに伴
って結晶構造が変化していることを突き止めました。結晶
構造の変化と磁気構造の変化が原子スケールで呼応して起
こっていることを示す研究成果で，原子スケールの磁気記
憶素子の開発を考える上で重要な情報と言えます。
　（2011 年 12 月 28 日に掲載されたトピックス http://www.
kek.jp/ja/NewsRoom/Release/20111228173000/ 記事より。）

　竹村謙一氏　日本高圧力学会賞を受賞

2012 年 1 月 16 日

　2011 年 11 月 10 日（木）に沖縄キリスト教学院大学（沖
縄県中頭郡西原町）で開催された第 52 回高圧討論会にお
いて，長年 KEK のフォトンファクトリーを用いて研究を
行った竹村謙一氏（物質・材料研究機構先端材料プロセス
ユニット主席研究員）が日本高圧力学会賞を受賞しました。
この賞は高圧力の科学・技術の進歩に貢献し，内外から高
い評価を受ける顕著な研究成果を収めた研究者に贈られる
ものです。
　受賞対象となった研究は「DAC 基盤技術の開発と元素
の構造相転移の研究および状態方程式の決定」です。DAC

（ダイヤモンドアンビルセル）は，高圧力下の物質の構造
と物性を調べるために使われている小型高圧装置で，2 つ
のダイヤモンドの間に試料を挟み圧力をかけます。竹村氏
は日本における DAC 開発の初期段階から装置の改良と周
辺技術の確立に携わり，超高圧力の安定発生と試料の形状
によらずあらゆる方向から等方的に加圧できる環境「静水
圧環境」を可能にしました。
　竹村氏はその高圧発生技術を用いて，フォトンファク
トリーのビームライン旧 BL-13A（現在は AR-NE1A に移
転）と 18C において高圧下の元素の構造研究を行いました。
高圧下でやわらかい結晶となるヘリウムを用い，静水圧環
境を実現して行ったヨウ素の高圧粉末Ｘ線回折実験では，
結晶内のヨウ素が分子 (I2) からバラバラの原子 (I) となる
過程で分子と原子の中間的な配位「非整合変調構造」をと
ることを明らかにしました。この成果により，高圧物性を
議論する上で静水圧環境がきわめて重要であることが示さ
れ，ヘリウム圧力媒体を用いた高圧研究が世界中に急速に
広まりました。竹村氏が開発した物質・材料研究機構の高
圧ガス充填装置は，現在も多くの高圧研究者に使われてい
ます。またその他にも，セシウム，亜鉛，インジウム，ガ
リウム，マンガン，オスミウム，ニオブ，水銀，金等，多
くの元素の構造相転移の発見，高圧相の構造決定，ならび
に状態方程式の決定を行い，その仕事は国際的に高く評価
されています。

（2012 年 1 月 16 日に掲載されたトピックス http://www.kek.
jp/ja/NewsRoom/Release/20120116163000/ 記事より。）

阿部仁氏。フォトンファクトリー
のビームライン BL-7A に設置さ
れた静電半球型電子分光器の隣
で。手にしているのは授与された
盾。
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　豊田智史氏，日本放射光学会奨励賞を受賞

2012 年 1 月 31 日

　1 月 7 日，鳥栖市
民文化会館にて開催
された第 25 回日本
放射光学会年会・放
射光科学合同シンポ
ジ ウ ム に て， 豊 田 
智史氏（東京大学放
射光研究連携機構・
特任助教）が日本放
射光学会奨励賞を受
賞しました。この賞
は，日本放射光学会
員である 35 歳未満
の若手研究者を対象に，放射光科学に関する優れた研究成
果に対して授与されるものです。
　 受 賞 対 象 と な っ た 研 究 は「 放 射 光 光 電 子 分 光 に よ
る MOSFET ゲ ー ト ス タ ッ ク 構 造 の 界 面 電 子 状 態 」 で
す。MOSFET(Metal-Oxicide-Semiconductor Field-Effect 
Transistor) とは，ゲート電極の絶縁に金属酸化物の薄膜を
使った FET（電界効果トランジスタ）で，私たちの身の回
りのさまざまな電子機器がの集積回路 (LSI) によく使われ
ています。より集積度の高いデバイスを開発するためには，
集積回路の心臓部であるゲート絶縁膜を極薄化していく必
要があります。
　豊田氏は，フォトンファクトリーにおいて，光電子のス
ペクトル測定により化学状態の深さ方向分析を行なう手法
の開発を一貫して行なってきました。そして開発した手法
を放射光ビームラインで実際に検証し，高分解能で半導体
薄膜の界面の化学状態や電子構造を解析することに成功し
ました。またこれらの経験を活かし，SPring-8 の東大ビー
ムライン BL7LSU において，ナノ集光軟Ｘ線を利用した
走査型顕微鏡（nanoESCA）開発の主要メンバーとして貢
献しました。豊田氏の開発した深さ方向分析手法は，今後，
先端的デバイスにおけるナノ多層薄膜材料の解析への応用
が展開されていくことが期待されます。

　防災・防火訓練を行いました

放射光科学系　防災・防火担当　小山　篤，兵藤一行

　機構では防災・防火訓練を各年度に１回行っています
が，2011 年度の訓練を 11 月 1 日（火）午後 1 時 30 分よ
り行いました。今回の訓練では緊急地震速報が発表された
直後に地震があり，その地震により PF 光源棟屋外で火災
が発生したことを想定し行いました。機構では，震度 4 以
上の緊急地震速報が茨城県南部に発表されると，自動的
に構内に非常放送が行われることになっています。また，
PF，PF-AR では緊急地震速報の非常放送があった場合に
は，地震に備えてチャンネルをクローズすることになって
います。
　今回の訓練では「震度 5 強」と予想震度が放送された後，
地震予想到達時間 10 秒前から「10，9，8，・・・ 3，2，1，0」
とカウントダウンする非常放送が流れました。地震到達ま
での間に，机の下など安全な場所に避難し，地震がおさ
まったあとに，職員の誘導により KEK 指定の避難場所へ
避難していただき，そこで安否の確認を行いました。PF，
PF-AR 実験ホールでは自衛消防隊避難誘導班員が，逃げ
遅れている人がいないか捜索を行いました。ユーザー 2 名
に負傷者役を依頼し，ホール内に倒れていていただきまし
たが，避難誘導班員は無事全員を発見し，他の隊員に応援
を求め，担架により負傷者を搬出することができました。
PF 光源棟屋外の火災には自衛消防隊消火班員が消火器に
より初期消火を行った後，屋外消火栓 2 ヶ所より放水を行
いました。
　訓練を見学したつくば北消防署の消防署員からは
　　・初動や責任者を置いた体制などが良くできていた。
　　・防災倉庫などを設置しており，備えがしっかりと
　　　している。
　　・初期消火や消火栓の使用などよく訓練できている。
　　・災害に際しては日頃の備えと点検が重要であり，
　　　これを機に今後に生かして欲しい。
との講評をいただきました。
　訓練終了後にアンケートを行いユーザーの皆様から有意

図 1　PF 駐車場脇広場へ避難

授賞式の様子
日本放射光学会長・水木純一郎氏（関西
学院大学教授：右）より賞状を授与され
る豊田智史氏（左）



PF NEWS Vol. 29 No. 4 FEB, 2012 53 ユーザーとスタッフの広場

2011/11/17 KEK 過去から未来へ 
2011/11/21 大学共同利用機関シンポジウム 2011 『万物は流転

する - 宇宙・生命・情報・文化の過去・現在・未
来 -』開催（11/26）のご案内 

2011/11/24 世界最速で固体表面の触媒反応を見る
2011/11/29 小林克己氏が平成 23 年度日本放射線影響学会

賞を受賞
2011/12/5 放射光実験を体験、サマーチャレンジ秋の実習 
2011/12/5 中東地域の放射光科学者を養成 SESAME-JSPS/

KEK スクール開催  
2011/12/5 金ナノ粒子が光によって膨張・収縮運動する様

子を観測   
2011/12/9 大学共同利用機関シンポジウム 2011 －万物は

流転する－を開催
2011/12/13 産業応用を推進，" 未来へのバイオ技術 " 勉強

会を開催
2011/12/19 物構研シンポジウム '11　開催 
2011/12/22 放射光の特徴を活かした新しい乳がん診断法
2011/12/26 放射光を使った分析法 XAFS の高度化と標準

化に関する会議　Q2XAFS 開催
2011/12/28 阿部仁氏，日本表面科学会奨励賞を受賞
2011/12/28 小惑星探査機「はやぶさ」分析，サイエンス誌

の 10 大成果に選ばれる

図 2　屋外消火栓より放水

新しく博士課程に進級された学生さんへ
PFニュースであなたの修士論文を紹介しませんか？

　PF ニュースでは，新しく博士課程に進級された学生
さんの修士論文の研究内容を紹介するコーナーを設け
ております。PF で頑張って実験されている博士課程の
学生さん自身の紹介，また，その研究内容がアピール
出来る場ですので，我こそはという博士課程の学生さ
んは，ぜひ下記のフォーマットに従い，あなたの修士
論文の研究を紹介して下さい。また今年，修士課程から
博士課程へと進学する学生さんが所属される研究室の指
導教員の方は，積極的に学生さんに PF ニュースへの投
稿を勧めて頂ければ 幸いです。

【投稿資格】 PF/PF-AR のビームラインを利用した研究に
関する修士論文を執筆し，修士を取得した方。

【投稿フォーマット】
１．修士論文タイトル ２．現所属 , 氏名，顔写真
３．修士号取得大学 ４．実験を行ったビームライン
５．論文要旨 （本文 650 文字程度）　６．図 1 枚

【原稿量】
図とテキストで刷り上り最大 1 ページ（2 カラム）

【提出物・提出方法】
文字データと図表データをメール添付で PF ニュース編
集委員会事務局・高橋良美 （pf-news@pfiqst.kek.jp） まで
お送り下さい。

義なご意見をいただきました。アンケートではほとんどの
方から「職員の誘導は適切に行われていた」，「緊急時の避
難場所は以前から知っていた」などの回答をいただきまし
たが，「放送が不明瞭でよく聞こえなかった」などのご意
見もいただいています。皆様からのアンケート結果は今後
の防災対策に生かしていきたいと思います。
　貴重な実験時間を割いて訓練に参加していただいた 70
名以上のユーザーの皆様には，ここに改めてお礼を申し上
げます。

　PF トピックス一覧（10 月～ 12 月）

　KEK では 2002 年よりトピックスやハイライトと題して
最新の研究成果やプレスリリースなどを「ニュースルーム」

（http://www.kek.jp/ja/NewsRoom/）のページで紹介してい
ます。PF のホームページ（http://pfwww.kek.jp/indexj.html）
でも，それらの中から，または PF 独自に記事を作成して
掲載しています。各トピックスの詳細は「これまでのトピッ
クス」（http://pfwww.kek.jp/topics/index.html）をご覧下さい。

　2011 年 10 月～ 12 月に紹介された PF トピックス一覧
2011/10/6 「環境報告 2011」の公表について
2011/10/7 「放射光ユーザーのための検出器ガイド - 原理

と使い方」出版 
2011/10/11 PSI との量子ビームの横断的研究協力を目指して 
2011/10/11 2 種類の化学反応を触媒する酵素が「変身」す

る姿を世界で初めてとらえた
2011/10/12 大学共同利用機関の役割と更なる機能強化に

向けて（中間まとめ）
2011/10/14 はやぶさのサンプル分析からわかったこと
2011/10/25 次世代光源加速器のためのワークショップ

ERL2011 開催
2011/11/10 質量ゼロの「ディラック電子」に質量を与える

技術を開発
2011/11/11 次期機構長候補者について


